
令和８年９月

研究主題 【令和8・9・10年度　　３か年継続研究主題】

北海道社会科教育連盟

釧路地方社会科教育研究会

北海道教育委員会 釧路管内町村教育委員会連絡協議会

釧路市教育委員会 北海道小学校長会 北海道中学校長会

釧路市小中学校長会 釧路校長会 北海道エネルギー環境教育研究委員会

〈会場の紹介〉

〒085-0836 釧路市幣舞町４番２８号

℡0154-41-8181

〈会場の紹介〉

〒085-0026 釧路市寿１丁目2番16号

℡0154-23-3396

参加費 円 ※参加費に加えてシステム使用料200円のご負担もお願いいたします。

参加申込7.

☆小学校会場
　　３年・４年・５年生
　　授業・分科会会場

6. 4,000

釧路市立中央小学校

昼
食
・
休
憩

小学校１本
中学校３本
授業公開

☆主会場
　　開会式、研究提言、
　　 講演、全体会閉会式
　　 ６年、中学校３分野
          授業・分科会会場

釧路市生涯学習センター
まなぼっと幣舞

5. 会 場
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付
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研究提案
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全体会閉会式

(諸連絡)
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授業および課題別分科会 分科会ごと
解散
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受
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移
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授業および課題別分科会 分科会ごと
解散

13:10 13:35 14:20 14:30 16:00

令 和 8 年 10 月 30 日 ( 金 )4. 期 日

第 ２ 次 案 内

社会と向き合い、問い続ける北国の子の育成
～確かな知識を根拠に、よりよい社会の在り方を志向する社会科の学び～

1. 主 催

2. 主 管

3. 後 援

9 : 4 0 ～ 1 6 : 0 0

スクールゾーンの

通行規制のため13::00

までにご移動ください。

◆申し込み後のキャンセルはできません。

〇支払いは全て、デジタルチケット販売サービス「LivePocket-Ticket」から行うことになって おります。

○支払方法は、クレジット決済、コンビニ払いからお選びください。

○当日参加できなくなった場合の返 金はできませんのでご了承ください。

○研究紀要及び指導案については、データでの取り扱いとし、冊子にして販売する予定はござ いません。

〇「LivePocket-Ticket」を右記の QR コードからアクセスし

会員登録をしてお申し込みください。

下記の申込用 URL からも可能です。

https://livepocket.jp/e/fbgkk

申込締切：令和８年１０月２３日（金）
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○　講演　10:20～11:30

◎演題　『   これからの社会科教育研究で北海道に期待すること   』

◎講師　 文部科学省初等中等教育局教育課程課・教科調査官

小　倉　勝　登　氏

<講師プロフィール>
○文部科学省初等中等教育局教育課程課　教科調査官　

○国立教育政策研究所教育課程研究センター　教育課程調査官

　　 昭和４５年に宮城県に生まれる。

　平成　４年から東京都の新宿区、大田区で小学校教諭

　平成１１年から東京学芸大学附属小金井小学校教諭

　平成２９年に東京学芸大学非常勤講師兼務

　平成３０年４月から現職

○主著

『社会科教師の授業・学級づくり「仕掛け学」』　（東洋館出版社）

『社会科授業づくりは「単元で考える」』　（明治図書出版）

『小学校社会 指導スキル大全』　※澤井陽介氏との共著　（明治図書出版）

他　多数

○　大会主題

北海道社会科教育連盟（釧路地区）　研究主題　【令和８･９･１０年度３か年継続研究】

『社会と向き合い、問い続ける北国の子の育成』
【副主題】　確かな知識を根拠に、よりよい社会の在り方を志向する社会科の学び

研究主題「社会と向き合い、問い続ける北国の子の育成」には、社会の一員としての自覚をもち、社

会的事象や他者と向き合い、社会に見られる課題や未来について、より自分事として考える姿をねらっ

ています。その過程で、自ら問いをもって考える姿が生まれるように、教師が単元に意図を潜ませてい

くことが重要となっていきます。そうすることで、学びを積み重ねる中で確かな知識を身に付け、未来

を志向する子どもたちが育まれると考えています。変化が激しく、予測困難な時代の中を生き抜くため

に、個々の能力を最大化し、社会変革に応じて挑戦できる力を養う総合的学びの場としての教育が求め

られています。これまでの実践を経て、子どもたちの社会科への姿勢は、前向きな状況になっていると

されています。だからこそ、今取り組んでいることを継続しつつ、未来に向けて志向する子どもたちを

皆さんと共に育んでいきたいです。

研究主題、副主題を実現するために、３つの手立てを設定しました。ここで重要なキーワードは「問

い」であると考えます。教師が与えるのではなく、子どもから問いが生まれるように関わっていく。い

かに教師の意図を単元に潜ませていくかが重要となります。

最後に、忘れてはならないのが、次期学習指導要領の動きが今まさに活発化しているということです。

ワーキンググループの内容や今後提示される情報などを適宜把握し、私たち教師も未来に向けて志向し

ていくことが必須となります。オール北海道で共に創り上げ、北海道から社会科教育を全国に発信して

いきましょう。

釧路地区は、新３か年継続研究の１年次という大切な役割を担うことになり、大きな責任を背負うこ

ととなりましたが、小・中学校研究部が中心となって授業づくりに取り組んでいます。釧路地区の熱い

思いを参会者の皆様にお伝えできたら幸いです。
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□ 授業および課題別分科会

＜ ＞

学年

3 「工場ではたらく人と仕事」

年

4 「昔から今へと続くまちづくり」

年

5 「日本の工業生産の今と未来」

年

6

年

＜ ＞

学年

「中国・四国地方」

「明治維新と立憲国家への歩み」

「地方自治と住民の参加」

〈授業者所属校の紹介〉

釧路市立大楽毛学園 釧路市立清明小学校 釧路市立釧路小学校 釧路市立青葉小学校 道教大附属釧路義務教育学校後期 釧路市立鳥取西中学校 釧路市立春採中学校

ICT教育指導係長）

（北海道教育庁学校教育局ICT教育推進課

(弟子屈町教育委員会指導室長)

(釧路町立富原中学校教頭)

主任研究研修主事）

鈴 木 一 法 工 藤 航 越 祐 太

（北海道立教育研究所人材育成部

提言者

関口 祐 太郎

米 谷 広 美

長谷川 元則 樋 口 達 也

(釧路市立美原中学校教諭)

(厚岸町立真龍中学校教諭) (弟子屈町立川湯中学校教諭)

林 祐 史 近 藤 英 明

(釧路町立別保中学校教諭)

川 村 裕 介

(釧路市立青葉小学校教諭)

小学校

提言者 司会者 助言者

(釧路市立美原小学校教諭) (厚岸町立厚岸小学校教頭)

(白糠町立庶路学園教諭)

宮 原 美 里

(釧路市教育委員会指導主事)

磯 部 香 里 小 川 周 幸

(釧路市立大楽毛学園教諭)

坂 本 優 一

責任提案

池 田 雄 二

（北海道教育庁空知教育局教育支援課

川 上 仁

学校教育指導班主任指導主事）

単元名・授業者

(釧路市立山花小学校教諭) (標茶町立中茶安別小学校教諭)

佐々木 智尚 上 田 鉄 也

公
民
的
分
野

中学校

単元名・授業者

地
理
的
分
野

歴
史
的
分
野

(北海道教育大学附属釧路
　　義務教育学校後期課程教諭)

澤　田　康　介

細　野　　　歩

阿　波　亮　太

(釧路市立鳥取西中学校教諭)

(釧路市立春採中学校教諭)

大 野 孝 喜

☆ 中 学 校 A

札幌地区

空知地区

網走地区

佐 藤 健 翔

（北海道教育庁根室教育局教育支援課

学校教育指導班主査）

司会者 助言者

玉 井 慎 也

(北海道教育大学釧路校講師)

旭川地区

(釧路町立昆布森中学校教諭)

責任提案

渡島地区

☆ 中 学 校 B

(釧路市立朝陽小学校教諭)

旭川地区

☆ 中 学 校 C

十勝帯広地区

☆ 小 学 校 A

後志地区

☆ 小 学 校 B

札幌地区

網走地区

札幌地区

函館地区（※４年）

☆ 小 学 校 D

☆ 小 学 校 C

上川地区

秋　田　理　玖

(釧路市立大楽毛学園教諭)

江　渡　明　香

(釧路市立清明小学校教諭)

工　藤　崇　之

(釧路市立釧路小学校教諭)

「明治の新しい国づくり」

本　間　羅　菜

(釧路市立青葉小学校教諭)
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◆右記の二次元コードから、大会に関わる情報をご覧いただけます。

　　　　〈URL〉 https://sites.google.com/view/kushiroshakai

【駐車場について】
※釧路市生涯学習センターの駐車場は右図のとおりです。

※午後の授業・分科会会場である釧路市立中央小学校の

 　駐車場については、後日大会専用ホームページでお知ら

　 せします。なお、中央小学校は駐車スペースが狭いため、

   釧路市生涯学習センター間を往復するシャトルバスをご

　 利用ください。

【シャトルバスについて】

※３台ご用意しております。

申込の際に利用の有無を明記してください。

〈釧路市生涯学習センターまなぼっと幣舞　→　釧路市立中央小学校〉

　※１２時４０分から順次発車予定です。運営委員がご案内いたします。

〈釧路市立中央小学校　→　釧路市生涯学習センターまなぼっと幣舞〉

　※１６時２０分から順次発車予定です。運営委員がご案内いたします。

★乗車場所につきましては、右図の通りです。（北口）

【昼食について】
※参加者の皆様は、大変お手数ですが各自でご用意いただき、釧路市生涯学習センター控室にてお取りください。

なお、釧路市生涯学習センター９階には、展望レストランまいづるがございますが席数は限られております。

◎大会会場

◎大会専用ホームページ

乗
車
場

【問い合わせ】
〒０８８ー２１４６ 釧路郡釧路町鳥通西６丁目１番地 （釧路町立遠矢中学校内）

第８１回北海道社会科教育研究大会釧路大会運営委員会

事務局長 山 口 直 樹（釧路町立遠矢中学校長）
TEL (０１５４)４０-３２０３（校長室） ４０-３２０６（職員室） FAX (０１５４)４０-３２０３

e-mail: toyachu@town.kushiro.hokkaido.jp

【釧路市生涯学習センター】
<アクセス>

○JR釧路駅より約1.2㎞

徒歩約20分 車で約5分

○釧路中央ICより約6㎞ 車で約15分

○JR釧路駅よりくしろバスにて｢釧

路三慈会病院｣下車、徒歩1分

【釧路市立中央小学校】
<アクセス>

○JR釧路駅より約0.6㎞

徒歩約7～8分 車で約2分

○釧路中央ICより約7㎞ 車で約13分

釧路市生涯学習センターと

釧路市立中央小学校間

距離は約2㎞

車で約7分 徒歩で約３０分
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